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研究成果

「自動車用高耐久・高活性 NOx 浄化触媒を開発」
～　自動車燃費の飛躍的向上に期待　～

　NEDO 事業において、（一財）ファインセラミックスセンター、東京大学、産業技術総合研究所、栃木県産業技術センター、
三菱ケミカル ( 株 )、アシザワ・ファインテック ( 株 ) は、新たに開発したゼオライトの「超高速合成法」、「粉体の微粒子化法」
などを組み合わせ、低温から高温までの幅広い温度帯で高い触媒活性と耐久性を示す自動車用 NOx 浄化触媒を開発しま
した。
　この触媒は、ゼオライト種の選抜、新規合成手法の開発を背景として実現されました。本プロジェクトで開発された 新
規合成は、従来 10 時間から数日間を要していたゼオライト合成を、通常使えない高温域での反応を可能として僅か 10 分
程度でゼライト合成を実現する「超高速合成法」や、安価に合成されたゼオライトを一端サブミクロンサイズに微粉砕し、
その後再び粒成長を抑制しながら再結晶化させることで高性能触媒に改質することが可能な「粉体の微粒子化法」によっ
て、構造欠陥が少なく耐環境性に優れたゼオライトの合成を可能となります。この手法をゼオライト触媒の合成に用いる
ことで、実用環境での長期使用を可能とする耐久性を持ちなおかつ活性点濃度を上げることを実現し、従来よりも優れ
た低温活性を持ちながらも高温耐性に優れた銅イオン交換型のゼオライト触媒の作製を実証しました。　
　JFCC は、本研究プロジェクトにおいて、微細構造解析手法の高度化を図り、新規ゼオライト触媒合成を支援しました。
本手法は、NO ｘ触媒の開発に止まらず、「高活性」かつ「高耐性」という、通常では相反する特性を具備した様々な機
能性ゼオライトの開発に有用であると考えられます。
　本研究プロジェクトは、先導研究として位置付けられており、今回開発した高性能ゼオライト触媒開発のシーズ技術を
背景とした国家プロジェクトを立ち上げるなどして、実用化に向けての触媒開発を目指します。

本研究は、NEDO「エネルギー環境技術先導プログラム／超精密原子配列制御型排ガス触媒の研究開発」として実施したものです。

今回開発に成功した触媒の概念図（提供：東京大学）
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　2 月 14 日（水）～2 月 16 日（金）の 3 日間、東京ビッグサイト東ホールで開催された R&D からナノテク製品までの
幅広く多様な業種のニーズ／シーズが集結する nano tech 2018 に出展しました。超スマート社会の現実に貢献する最先
端技術・材料が集結した展示会で、JFCC
は多くの企業様に活用いただける研究成
果と最新機器を用いた試験評価技術と共
にナノサイズの多孔質体やセラミックスの
レーザー焼結など新しい素材・技術を紹介
し、興味を持たれた様々な業界の方々に
来場頂きました。

nano tech 2018 第 17 回 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議 への出展

事務局　　梅村　晋
　2018 年 1 月 1 日付けでトヨタ自動車株式会社から出向して事務局長を仰せつかっ
ております梅村晋と申します。1986 年にトヨタ自動車に入社以来、材料技術分野に
配属され、生産技術部門や東富士研究所での先端研究と幅広く経験させていただきま
したが、「材料はクルマの根幹であり、全ては材料から始まる」との信念のもと、基本
的には一貫して材料開発に携わって参りました。
　材料の研究・開発もこの 10 年で大きく様変わりしてきており、シミュレーション
や機械学習の活用によって、より一層の高度化・複雑化とスピードアップが図られる
ようになりました。一方では、ＡＩという言葉がまるで魔法であるかのように取り沙
汰されているような一面もあり、本来の原理原則とデータに基づいたものづくり意識
の希薄化も懸念されるところです。JFCC は、これまでの 30 有余年の歴史の中で膨大
な知見とデータを有している日本でも数少ない研究機関であり、これらの知見を活か
した中での計算科学・AI 活用こそが今後の材料研究・開発にとって大いに役立つと確
信しています。
　「材料技術のブレークスルーを通じて、社会イノベーションを起こす」
　ＪＦＣＣから発信された技術が未来社会に大きく貢献できるように、微力ながら尽
力して参りますので、ご指導のほどお願い申し上げます。

職員紹介

　第 17 回理事会を以下のとおり開催しました。

理事会の開催

○第 17 回理事会
　日　時　平成３０年３月９日（金）１６：００～１７：２０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［報告事項］
　　　　　１．平成２９年度事業進捗状況及び決算見通しについて
　　　　  ［議決事項］
　　　　　１．平成３０年度事業計画及び予算の承認について
　　　　  ［研究紹介］
　　　　　① 次世代航空機エンジン用耐環境膜の設計と創製
　　　　　② 超高分解能原子像からのピコメートルスケール構造変化可視化技術による材料解析

事業報告
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の動きJFCC

2018 年 1 月 1 日付
　出向受入
　　事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梅村　晋（トヨタ自動車株式会社）

2018 年 3 月 31 日付
　出向元復帰
　　常務理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小澤　学（トヨタ自動車株式会社）
　　研究企画部　業務グループ　グループ長　担当部長　　　　　　　菊地　直哉（株式会社ノリタケカンパニーリミテド）
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員補　　　松本　実子（古河電気工業株式会社）

2018 年 4 月 1 日付
　職員採用
　　材料技術研究所　高信頼性材料グループ　上級研究員補　　　　　横井　太史
　　ナノ構造研究所　電池材料解析グループ　上級研究員補　　　　　小林　俊介
　　ナノ構造研究所　計算材料グループ　研究員補　　　　　　　　　小西　綾子

　嘱託採用
　　材料技術研究所　高信頼性材料グループ　特任主席研究員　　　　松平　恒昭

　出向受入
　　研究企画部　業務グループ　グループ長　担当部長　　　　　　　増田　暁司（株式会社ノリタケカンパニーリミテド）
　　ナノ構造研究所　電子顕微鏡基盤グループ　上級研究員補　　　　安達　康夫（　〃　）

人の動き

○公益財団法人　大倉和親記念財団
　2017 年度（第 48 回）公益財団法人大倉和親記念財団研究助成
　受賞日　　2017 年 11 月 30 日
　受賞者　　和田　匡史
　受賞題目　Yb シリケートの物質移動に及ぼす微量元素添加効果の
　　　　　　解明

○公益社団法人日本セラミックス協会　東海支部
　平成 29 年度　日本セラミックス協会　東海支部
　学術研究発表会優秀講演賞
　受賞日　　2017 年 12 月 9 日
　受賞者　　横井　太史
　受賞題目　リン酸八カルシウムへのキラルなジカルボン酸の導入

○公益財団法人　永井科学技術財団
　永井共同研究奨励金
　受賞日　　2018 年 3 月 6 日
　受賞者　　横井　太史
　　　　　　後藤　知代（大阪大学）
　受賞題目　結晶形態精密制御と光触媒機能付与による高機能
　　　　　　ヒドロキシアパタイト環境浄化材料の創製

○公益社団法人　応用物理学会
　講演奨励賞
　受賞日　　2018 年 3 月 17 日
　受賞者　　佐々木　祐生
　　　　　　川﨑　忠寛
　　　　　　越野　雅至（産業技術総合研究所）
　　　　　　佐藤　主税（　〃　）
　　　　　　末永　和知（　〃　）
　受賞題目　グラフェンサンドイッチ構造を利用した
　　　　　　液中タンパク質の常温・動的 TEM 観察

表　彰

○公益社団法人日本金属学会
　第 68 回金属組織写真賞　優秀賞
　受賞日　　2018 年 3 月 19 日
　受賞者　　小林　俊介
　　　　　　胡　肖兵（元 JFCC ナノ構造研究所、現ブルックヘブン国立研究所）
　　　　　　幾原　裕美
　　　　　　クレイグ フィッシャー
　　　　　　森分　博紀
　　　　　　藤原　靖幸（信州大学）
　　　　　　千川　圭吾（　〃　）
　　　　　　小浜　恵一（トヨタ自動車株式会社）
　　　　　　射場　英紀（　〃　）
　　　　　　幾原　雄一（JFCC 客員主管研究員／東京大学）
　受賞題目　Li イオン電池個体電解質 La(1-x）/3LixNbO3
　　　　　　ペロブスカイト型酸化物の陽イオン変調構造

○公益社団法人日本金属学会
　第 68 回金属組織写真賞　奨励賞
　受賞日　　2018 年 3 月 19 日
　受賞者　　吉田　要
　　　　　　Johannes Biskupek（Ulm 大学）
　　　　　　倉田　博基（京都大学）
　　　　　　Ute Kaiser（Ulm 大学）
　受賞題目　収差補正 TEM による有機金属錯体分子の
　　　　　　原子スケール観察
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事業案内

　リードエグジビションジャパンの主催により開催される第３回関西高機能セラミックス展を協賛します。さらに、新たな
ニーズを求める展示も行い、企業の皆様に新たなイノベーションを提案致します。ご来場をお待ちしています。

第３回関西高機能セラミックス展への協賛、出展予定

 ● 開催日時：2018 年 5 月 9 日 ( 水 ) ～ 11 日 ( 金 )
 ● 開催会場：インテックス大阪

 ● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会
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　「ＪＦＣＣ研究成果発表会」を下記の通り開催いたします。
　口頭発表・ポスターセッションにより研究成果を発表いたします。今年も多くの皆様方のご参加をお待ちしてお
ります。詳細なスケジュール等につきましては、５月頃、JFCC のホームページ等でお知らせいたします。

○ 東京会場
　 日時：２０１８年　７月　６日（金）13：00 ～　　　場所：東京大学「武田ホール」( 武田先端知ビル５F)

○ 名古屋会場
　 日時：２０１８年　７月１３日（金）13：00 ～　　　場所：愛知県産業労働センター「ウインクあいち」

○ 大阪会場　
　 日時：２０１８年　７月２０日（金）13：00 ～　　　場所：梅田スカイビル「スペース 36 L 及び R」　
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地下歩道
梅田スカイビル

JR福
島駅

日本郵便

ウェスティン
ホテル大坂

大阪会場 7月20日（金）
梅田スカイビル「スペース36 L及びR」
〒531-0076 大阪府大阪市 北区大淀中1-1-88


